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吾十有五而志乎学　吾 十有五にして学に志す。


三十而立　　　     三十にして立つ。


四十而不惑　　     四十にして惑わず。


五十而知天命　　   五十にして天命を知る。


六十而耳順　　     六十にして耳順う。


七十而従心所欲、不踰矩


七十にして心の欲する所に従って矩を踰えず。





（直前にボールから眼を離してはダメです！といっても、ほとんどの人は離してしまいます。）


   要するに、①眼光の速度は音速の100万倍なので、肉体の運動の速度などは、比較にもならないほど、スローなので、目を離すことさえしなければ、ケガしたり、打ち損じたり、倒れたりはしないのです。（雷光のあとに、大分遅れてから、雷鳴が聞こえるという、原理です。）


   人間の①主観(willingness＝意志)の精度や速度は雷鳴のようなもので非常にスローで曖昧であり、強力な補助の作業として、②客観すること（雷光=ingenuity＝聡明・発明）の致命的な重要さを忘れなければ、ほとんどのことは解決できます。あとは、③基礎体力(diligence＝勤勉)が物を言います。この三つの要素で、三位一体（完璧な状態）が生じます。(=Practice makes Perfect.)  The Trinity of goodwill, diligence and ingenuity will solve any problem.


♪ Keep your eye on the ball; the name of the game ♪


昔のバイキングや侍などには、手指を大きく開いて、各指の間を、ナイフなどで、素早く刺して、相手を圧倒させる習慣がありますが、これも上と同様に、指の間から、眼を離さず、視線をガイドにして、ナイフを動かしてゆけば、指を傷つけることなど少しも恐れることなく、いくらでも体力の許すかぎり、速く打ち込めます。[ Handsome is as handsome does. 腕利き(handsome)がハンサムの条件。＝腕前が男前。]  ＊茶道の「お手前」や華道の「切り花」も同様の起源と伝わる。


 


以上のことは、スポーツや技芸だけでなく、学問、ビジネスにおいて、さらに本領を発揮します。詳細はまたの機会に述べます。








♪ 呼吸と言葉と思考の経路、息の仕方が、生き方を決定する？ clockwise? or counter-clockwise? ♪  


                 We hear ourselves think through breathing even before our birth.


   東洋人や日本人の場合は、数千年の間、穀物を中心にした食生活だったので、呼吸経路は植物の光合成の影響を受けて、自然に、「呼いて吸う」ことになる。弥生農耕時代以来、数千年間の習慣になっていたが、明治の初年に、文部省で、西洋式の深呼吸を導入するによって、小学校を始めとして、無理矢理に、「呼吸」が「吸呼」になってしまって、今日に至っている。 ＊主観（音速）→客観（光速）→協和（伝心）＊


   数千年間の食生活を通して、自然に身に付いた習慣と、明治初年以後百年余りの無理強いの息の仕方で、「本来のアイデンティティ（自己）＝いきのしかた＝生き方」を見失って（自己喪失）、精神的、肉体的に錯乱している状態（traumatic frustration）が、現在の日本人の間で、顕然化して、総ヒステリー化してきている。臭いものにフタをするように、西洋に追いつき、追い越せと、がむしゃらに駆けて来た結果でもある。 科学的には、「呼吸」は忍耐力養成には最適の方法で、「吸呼」は瞬発力養成には最適である。一長一短である。2,000年程以前には、既に、習慣・文化・思想として、定着したことが、聖書と論語にハッキリと明示されている。Golden Ruleと呼ばれ、金科玉条と呼ばれるものである。

















気蓋世兮  乗風破浪 奮勇前進











    ♪ 心と息と心意気 ♪


       呼いて 吸っていますか？   


          呼吸（呼気＋吸気）


Golden Rule: 自分がしてほしいことを人にしてあげる。（Do for others what you want them to do for you.）⇔自分がされたくないことは人にしないようにする。（己所不欲、勿施於人。）


すなわち、呼吸の方向が異なれば、言葉も思考経路も異なる、ということである。   


 呼吸：  穀物食・ 忍耐力・マラソン   


 吸呼：  肉食  ・ 瞬発力・ダッシュ


  ♪ 要は植物食と肉食のバランスが大事。♪

















ヨミガエル 


   蘇る


「艸＋禾＋魚」


 野菜＋穀物


         + 魚肉


魚肉











平成十九年（２００７年）











TRINITY  三位一体


God speed you!   


The more faithful, the more forceful.


The more grateful, the more graceful.


The Trinity of goodwill, diligence and ingenuity will solve any problem and it will lead you to the kingdom, the power and the glory. 


























  元気


  吉祥


   暦    


                   丁亥（ひのと い）歳


         





   力抜山兮   龍馬精神 海鶴姿




















平成19年（2007年）丁亥（ひのと い）


     　　　１月     


 日   月  火  水  木  金  土 


  　　 1   2   3   4   5   6  


 7    8   9  10  11  12  13


 14   15  16  17  18  19  20


21   22  23  24  25  26  27


28   29  30  31      


          ♪ 香りゼラニウムと菊花結び ♪


 平成18年（2006年）丙戌（ひのえ いぬ）


         １月      


 日   月  火  水  木  金  土 


  1    2   3   4   5   6   7


  8    9  10  11  12  13  14


 15   16  17  18  19  20  21


 22   23  24  25  26  27  28


 29   30  31    ♪ 福寿草 adonis♪


                     














 


 


 


 





 


 


 


 


 


 














  さんすい  てんぐ


  山水 天狗


（山川・自然護持の神


             ＝天の犬）





    自然の摂理を信じ、


    自分の身を以って、


    体験したことを


    次世代に伝えたい。














  初息  呼吸


 はきてすう


  そのひといきに


       みのりあり





    過・今・未


  はきてすふ


   そのひといきを


      みつむれば


   今日もたもちて


      過未にも渡る





   三位一体(TRINITY)  Harvard


 ① 心（主観） ② 技（客観） ③ 体（道具）


満杯のコーヒーもこぼれない！


腕前が女前（男前）！ 


(Handsome is as handsome does!)





団扇や椅子を指先で立てられますか？ 


電車内でもふらつきませんか？


心身のバランスのカギは客観力の有無です。


スキーもスケートもシュートもゴールキックもホームランも大丈夫です。


客観する！すなわち、(keep your eye on the ball; the name of the game)


まず、眼でおさえるということ。対象物から眼を離さない。限界点を見切ること。





  平成19年（2007年）丁亥（ひのと い）


     　　  　２月     


 日   月  火  水  木  金  土 


                   1   2   3   


  4    5   6   7   8   9  10  


 11   12  13  14  15  16  17  


 18   19  20  21  22  23  24  


 25   26  27  28 


     








                      














 


 


 


 





 


 


 


 


 


 








  さんすい てんぐ


   山水 天狗


（山川・自然護持の神


             ＝天の犬）


   水火信行  尽形伝心


 （水から火を生み出す）


    自然の摂理を信じ、


    自分の身を以って、


    体験したことを


    次代に伝える。
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